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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期

第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日

自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 3,328,916 3,727,249 4,744,736

経常利益 (千円) 600,178 749,698 824,311

四半期(当期)純利益 (千円) 361,201 441,992 499,638

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 359,834 443,231 496,780

純資産額 (千円) 4,988,143 5,434,291 5,128,890

総資産額 (千円) 8,317,369 8,564,167 8,554,876

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 72.26 88.42 99.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 87.67 ―

自己資本比率 (％) 59.9 63.2 59.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 374,901 △288,344 811,027

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △36,142 △45,872 △31,633

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △509,151 △417,088 △673,677

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,500,302 3,028,237 3,776,349

　

回次
第43期

第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.90 29.50

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第43期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．第43期第３四半期連結累計期間及び第43期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成24年４月27日開催の取締役会において、株式会社ヨシモトの不動産賃貸業を譲受け、当社及

び当社連結子会社である株式会社ナノテックスの本社ビルを取得することについて決議し、同日付で取得

しております。なお、詳細につきましては、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項 （企業結

合等関係）」に記載のとおりであります。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会

社)が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から復興需要等を背景として

緩やかな回復基調が続きましたが、欧州債務危機やこれを背景とした海外景気の減速、デフレの影響等に

より景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような環境の中、当社グループにおきましては、従来顧客への拡販と新規顧客開拓に努めました。

また、研究開発活動に邁進しつつも原価低減・販売管理費抑制に努めた結果、業績は予定通りに推移いた

しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,727百万円（前年同期比12.0％増）、営業利益は

727百万円（前年同期比24.9％増）、経常利益は749百万円（前年同期比24.9％増）、四半期純利益は441

百万円（前年同期比22.4％増）となりました。

　
電子機器製造事業

企業の設備投資需要が緩やかに持ち直していることもあり、ウェイング・FA（ファクトリーオー

トメーション）分野、ロードセル等商品分野が堅調に推移いたしました結果、当第３四半期連結累計

期間の売上高は3,201百万円（前年同期比11.1％増）、営業利益は685百万円（前年同期比22.2％

増）となりました。

　
電設事業

新規顧客の開拓、小口工事への積極的な営業展開、固定費の削減等に努めた結果、当第３四半期連

結累計期間の売上高は525百万円（前年同期比17.6％増）、営業利益は38百万円（前年同期比

120.1％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産は前連結会計年度末に比べ９百万円増加し、8,564百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金が343百万円、有価証券（主に短期の譲渡性預金）が405百万円、原材料及

び貯蔵品が51百万円、差入保証金が26百万円、繰延税金資産が49百万円減少したものの、受取手形および

売掛金が352百万円、建物及び構築物が207百万円、土地が355百万円増加したことによるものであります。

なお、建物及び構築物、土地の増加は「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項 （企業結合

等関係）」に記載があります本社ビル取得による影響であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ296百万円減少し、3,129百万円となりました。これは主に、長期借入金

（１年内返済予定の長期借入金含む）が266百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が234百万円、工

事未払金が29百万円、未払法人税等が242百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より305百万円増加し、5,434百万円となりました。これは主に、四半期純利

益441百万円を計上したものの、配当金の支払いにより149百万円減少したことによるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により288百万円減少し、投資活

動により45百万円減少し、財務活動により417百万円減少し、この結果、現金及び現金同等物は748百万円

の減少となり、四半期末残高は3,028百万円となりました。 

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益755百万円の計上、たな卸資産の

減少による67百万円の増加等があったものの、売上債権の増加による364百万円の減少、仕入債務の減

少による263百万円の減少、法人税等の支払による497百万円の減少等により、288百万円の減少（前年

同期は374百万円の増加）となりました。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、差入保証金の減少による収入29百万円等があったものの、有

形固定資産の取得による支出20百万円、事業譲受による支出66百万円等があったため45百万円の減少

（前年同期は36百万円の減少）となりました。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入100百万円があったものの、長期借入

金の返済による支出347百万円、社債の償還による支出20百万円、配当金の支払額149百万円があったた

め、417百万円の減少（前年同期は509百万円の減少）となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は304百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(6) 主要な設備

当社は平成24年４月27日に本社ビルを取得しました。なお、詳細につきましては「第4 経理の状況 1 

四半期連結財務諸表 注記事項 （企業結合等関係）」に記載のとおりであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,377,500 5,377,500
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。単元
株式数は100株であります。

計 5,377,500 5,377,500― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 5,377,500 ― 1,733,612 ― 1,433,505

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

378,800
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,998,000
49,980 同上

単元未満株式
普通株式

700
― 同上

発行済株式総数 5,377,500― ―

総株主の議決権 ― 49,980 ―

(注) 　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ユニパルス株式会社

東京都中央区
日本橋久松町９-11

378,800― 378,800 7.04

計 ― 378,800― 378,800 7.04

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
(経営企画室長)

常務取締役　　　　　　　　（経営企
画室長兼　  　　　管理本部長）

和田　倫幸 平成24年４月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,271,315 928,237

受取手形及び売掛金 1,079,586 ※２
 1,431,748

完成工事未収入金 41,903 45,144

有価証券 2,505,033 2,100,000

商品及び製品 129,831 117,169

仕掛品 599,763 599,048

原材料及び貯蔵品 479,499 427,547

未成工事支出金 91,324 85,223

繰延税金資産 135,986 93,052

その他 36,630 26,601

貸倒引当金 △2,606 △4,817

流動資産合計 6,368,267 5,848,957

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 561,805

※１
 769,407

土地 920,996 1,276,433

その他（純額） ※１
 147,920

※１
 151,013

有形固定資産合計 1,630,721 2,196,854

無形固定資産 14,834 11,536

投資その他の資産

投資有価証券 43,888 43,867

繰延税金資産 21,687 15,353

投資不動産（純額） 196,057 193,780

その他 285,823 260,223

貸倒引当金 △6,404 △6,406

投資その他の資産合計 541,052 506,818

固定資産合計 2,186,608 2,715,209

資産合計 8,554,876 8,564,167
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 858,276 ※２
 623,852

工事未払金 91,114 61,772

1年内償還予定の社債 140,000 140,000

1年内返済予定の長期借入金 473,170 511,240

未払法人税等 338,891 96,786

賞与引当金 － 57,931

その他 273,746 200,826

流動負債合計 2,175,198 1,692,408

固定負債

社債 60,000 40,000

長期借入金 776,530 1,004,700

退職給付引当金 44,411 40,931

役員退職慰労引当金 5,100 6,000

負ののれん 57,203 38,291

長期未払金 295,543 295,543

その他 12,000 12,000

固定負債合計 1,250,788 1,437,466

負債合計 3,425,986 3,129,875

純資産の部

株主資本

資本金 1,733,612 1,733,612

資本剰余金 1,733,505 1,733,505

利益剰余金 1,843,329 2,135,362

自己株式 △187,082 △187,119

株主資本合計 5,123,363 5,415,359

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △8,466 △9,386

為替換算調整勘定 435 2,594

その他の包括利益累計額合計 △8,030 △6,791

新株予約権 13,556 25,723

純資産合計 5,128,890 5,434,291

負債純資産合計 8,554,876 8,564,167
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 3,328,916 3,727,249

売上原価 ※1
 1,660,859

※1
 1,827,225

売上総利益 1,668,057 1,900,023

販売費及び一般管理費 ※2
 1,085,289

※2
 1,172,255

営業利益 582,767 727,768

営業外収益

受取利息 8,474 6,647

受取配当金 3 3

負ののれん償却額 18,911 18,911

不動産賃貸料 18,887 15,067

その他 4,552 1,808

営業外収益合計 50,829 42,438

営業外費用

支払利息 20,010 15,545

不動産賃貸費用 3,908 3,195

その他 9,499 1,767

営業外費用合計 33,418 20,508

経常利益 600,178 749,698

特別利益

固定資産売却益 40 94

負ののれん発生益 － 2,878

貸倒引当金戻入額 4,600 －

資産除去債務戻入益 － 3,267

移転損失引当金戻入益 205 －

特別利益合計 4,846 6,239

特別損失

固定資産除却損 205 238

固定資産売却損 － 80

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,089 －

特別損失合計 3,295 318

税金等調整前四半期純利益 601,730 755,618

法人税、住民税及び事業税 259,725 266,123

法人税等調整額 △19,196 47,502

法人税等合計 240,529 313,626

少数株主損益調整前四半期純利益 361,201 441,992

四半期純利益 361,201 441,992
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 361,201 441,992

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,293 △920

為替換算調整勘定 927 2,159

その他の包括利益合計 △1,366 1,239

四半期包括利益 359,834 443,231

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 359,834 443,231

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 601,730 755,618

減価償却費 47,655 46,289

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,089 －

のれん償却額 15,436 －

負ののれん償却額 △18,911 △18,911

負ののれん発生益 － △2,878

資産除去債務戻入益 － △3,267

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,600 2,212

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,091 △3,480

賞与引当金の増減額（△は減少） － 57,931

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,150 900

移転損失引当金の増減額（△は減少） △9,571 －

受取利息及び受取配当金 △8,477 △6,650

支払利息 20,010 15,545

固定資産売却損益（△は益） △40 △13

固定資産除却損 205 238

売上債権の増減額（△は増加） △10,308 △364,342

たな卸資産の増減額（△は増加） △506,289 67,239

仕入債務の増減額（△は減少） 308,005 △263,766

未成工事受入金の増減額（△は減少） 23,993 32,772

未払金の増減額（△は減少） △8,977 △92,473

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,464 △19,945

その他 △1,279 14,008

小計 441,447 217,028

利息及び配当金の受取額 8,537 5,972

利息の支払額 △18,582 △13,969

法人税等の支払額 △56,500 △497,376

営業活動によるキャッシュ・フロー 374,901 △288,344

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,554 △20,252

有形固定資産の売却による収入 190 262

無形固定資産の取得による支出 △1,104 △1,192

事業譲受による支出 － △66,443

投資有価証券の取得による支出 △30,900 △900

貸付金の回収による収入 1,064 1,000

その他 162 41,651

投資活動によるキャッシュ・フロー △36,142 △45,872
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △344,230 △347,960

社債の償還による支出 △90,000 △20,000

自己株式の取得による支出 △24 △37

配当金の支払額 △74,896 △149,091

財務活動によるキャッシュ・フロー △509,151 △417,088

現金及び現金同等物に係る換算差額 △191 3,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,584 △748,111

現金及び現金同等物の期首残高 3,670,886 3,776,349

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,500,302

※１
 3,028,237
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

(有形固定資産の減価償却の方法の変更)

当社グループは、法人税法の改正に伴い、当第３四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,165,849千円
　なお、減価償却累計額には減損損失累計額を含め
て表示しております。

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,182,053千円
　なお、減価償却累計額には減損損失累計額を含め
て表示しております。

 

―――――――――

 
　 　

　 　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

受取手形 45,497千円

支払手形 17,100千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日 
  至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日 
  至　平成24年６月30日)

※１　通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額

　売上原価 817千円

※１　通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額

　売上原価 817千円

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

　役員報酬 192,631千円

　給与手当 301,653 〃

　役員退職慰労引当金繰入額 3,150 〃

　研究開発費 222,691 〃

　のれん償却額 15,436 〃

　 　

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

　役員報酬 208,231千円

　給与手当 288,321 〃

　役員退職慰労引当金繰入額 900 〃

　研究開発費 304,403 〃

　賞与引当金繰入額 18,609 〃

　貸倒引当金繰入額 2,212 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日 
  至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日 
  至　平成24年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定 3,495,269千円

有価証券勘定（MMF） 5,032 〃

現金及び現金同等物 3,500,302千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成24年６月30日現在）

現金及び預金勘定 928,237千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 2,100,000 〃

現金及び現金同等物 3,028,237千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 74,980 15平成22年９月30日 平成22年12月20日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 149,959 30平成23年９月30日 平成23年12月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額（注）１
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２電子機器　　　　製

造事業
電設事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,881,992446,9243,328,916 － 3,328,916

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 2,881,992446,9243,328,916 － 3,328,916

セグメント利益 561,192 17,591 578,783 3,983 582,767

(注)  １.セグメント利益の調整額3,983千円には、セグメント間取引消去等が含まれております。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月1日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額（注）１
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２電子機器　　　　製

造事業
電設事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,201,554525,6953,727,249 － 3,727,249

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 3,201,554525,6953,727,249 － 3,727,249

セグメント利益 685,822 38,726 724,548 3,219 727,768

(注)  １.セグメント利益の調整額3,219千円はセグメント間取引消去3,226千円及び固定資産の調整額△6千円が含ま

れております。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

「電子機器製造事業」セグメントにおいて、固定資産の取得に伴う事業の譲受けを行いました。

これに伴い2,878千円の負ののれん発生益を計上しております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

①  相手企業の名称及び事業の内容

相手企業の名称    株式会社ヨシモト

事業の内容        不動産賃貸業等

②  企業結合を行った主な理由

当社及び当社連結子会社である株式会社ナノテックス（以下、ナノテックス）は、株式会社ヨシモトか

ら久松町ビルを賃借し、本社として使用しておりました。

今回譲り受けた株式会社ヨシモトの不動産賃貸業は当社及び当社連結子会社であるナノテックスに対

するもののみであり、形式上不動産賃貸業の譲受けに該当いたしますが、久松町ビルを固定資産として取

得し当社グループが自己所有することが本件の主旨であります。

③  企業結合日

平成24年４月27日

④  企業結合の法的形式

事業譲受

　

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

平成24年４月27日から平成24年６月30日まで

　

(3) 取得した事業の取得原価及びその内訳

現金　66,443千円
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(4) 発生した負ののれん発生益の金額及び発生原因

①  発生した負ののれん発生益の金額 

2,878千円

②  発生原因

受け入れた資産及び引き受けた負債の純額が取得原価を上回ったことによります。

　

(5) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

土地、建物及び構築物等固定資産　585,286千円

長期借入金　　　　　　　　　　　514,200千円

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 72円26銭 88円42銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 361,201 441,992

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 361,201 441,992

    普通株式の期中平均株式数(千株) 4,998 4,998

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 87円67銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    (うち、支払利息(税額相当額控除後)) ― ―

    普通株式増加数(千株) ― 43

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

平成22年11月９日付与の新
株予約権方式のストック・
オプション ―

491,900株

(注)  前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月７日

ユニパルス株式会社

取締役会  御中

　

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    加    藤    善    孝    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    松    亮    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニ
パルス株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニパルス株式会社及び連結子会社の平成24
年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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